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クレアボ・テクノロジーズ株式会社の株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

株式会社タウンズ（本社：静岡県伊豆の国市、代表取締役社⾧：野中 雅貴、証券コード：197A、以

下「当社」）は、本日開催の取締役会において、クレアボ・テクノロジーズ株式会社（本社：東京都中

央区、代表取締役 CEO 兼社⾧：山田理一、以下「クレアボ・テクノロジーズ」）の全株式を取得し、

完全子会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１． 株式取得の理由 

当社は、2030 年 6 月期までの中期経営計画の中で「診断技術とデータで、社会課題を解決する」と

いうビジョンを掲げ、重要施策として「慢性疾患分野を対象とする新たな診断技術の導入」や「医療研

究を加速するためのデータ活用基盤の構築」を進めております。クレアボ・テクノロジーズの事業基盤

と製品パイプライン群は、これらの重要施策の遂行を加速し、当社の中期経営計画の達成に大きく寄与

するものと考えております。 

クレアボ・テクノロジーズの強みは、海外メーカーの AI などの先進技術を応用した医療機器・SaMD

（Software as a Medical Device）の発掘と目利き力、更には、日本での薬事申請、保険収載、流通・販

売、施設導入、顧客サポートまで一気通貫で行えるところにあります。当社の中期経営計画において

は、医療機器、とりわけ SaMD 分野への進出は重要なテーマの一つであり、クレアボ・テクノロジーズ

の SaMD に関する豊富な経験と実績は、当社の戦略を加速するものと考えております。 

また、当社は、感染症 POCT の最大手企業であり、医薬品・医療機器卸売業者との強い信頼関係

と、病院・クリニック市場における広範な顧客基盤を有しております。これらを活かし、クレアボ・テ

クノロジーズの事業発展に貢献できると考えています。 

当社は、本株式取得を通じて、先進的な診断技術を提供するとともに、医療データを用いた新たな医

療技術の研究基盤を構築し、医療の進化に貢献して参ります。 
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２． 異動する子会社の概要 

(1) 名称 クレアボ・テクノロジーズ株式会社 

(2) 所在地 東京都中央区日本橋小網町 11-4 Biz Feel 茅場町 5 階 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 CEO 兼社⾧ 山田 理一 

(4) 事業内容 １．AI やその他先進的技術を適用した医療機器･サービスの開

発、製造、販売・貸与、輸出入 

２．その他医療機器及びヘルスケア関連商品の開発、製造、販

売・貸与、輸出入 

(5) 資本金 100 百万円 

(6) 設立年月 2020 年 4 月 

(7) 大株主及び議決権比率 丸紅株式会社 100％ 

(8) 当社との関係 資本関係 該当事項はありません 

人的関係 該当事項はありません 

取引関係 該当事項はありません 

(9)当該会社の最近 3 年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2023 年 3 月期 2024 年 3 月期 2025 年 3 月期 

純資産 4 百万円 △170 百万円 △398 百万円 

総資産 78 百万円 143 百万円 236 百万円 

1 株当たり純資産 417 円 △17,026 円 △39,841 円 

売上高 14 百万円 25 百万円 71 百万円 

営業損失 △115 百万円 △228 百万円 △305 百万円 

経常損失 △115 百万円 △229 百万円 △308 百万円 

当期純損失 △86 百万円 △174 百万円 △228 百万円 

1 株当たり当期純損失 △8,680 円 △17,444 円 △22,815 円 

1 株当たり配当金 0 円 0 円 0 円 
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（クレアボ・テクノロジーズの事業概要）

 

 

３． 株式取得の相手先の概要 

(1) 名称 丸紅株式会社 

(2) 所在地 東京都千代田区大手町一丁目 4 番 2 号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社⾧ 大本 昌之 

(4) 事業内容 国内外のネットワークを通じて、ライフスタイル、食料・アグ

リ、金属、エネルギー・化学品、電力・インフラサービス、金

融・リース・不動産、エアロスペース・モビリティ、情報ソリ

ューション、次世代事業開発、次世代コーポレートディベロッ

プメント、その他の広範な分野において、輸出入（外国間取引

を含む）及び国内取引のほか、各種サービス業務、内外事業投

資や資源開発等の事業活動を多角的に展開 

(5) 資本金 263,711 百万円 

(6) 設立年月 1949 年 12 月 

(7) 純資産 4,017,280 百万円（2025 年 9 月末） 

(8) 総資産 9,287,395 百万円（2025 年 9 月末） 

(9) 大株主及び持株比率 

（2025 年 3 月末） 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 16.55％ 

ビーエヌワイエム アズ エージーテイ クライアン

ツ 10 パーセント 

10.14％ 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 6.56％ 

明治安田生命保険相互会社 2.27％ 

JP モルガン証券株式会社 2.13％ 
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株式会社みずほ銀行 1.81％ 

ステート ストリート バンク ウェスト クライアン

ト トリーティー 505234 

1.80％ 

ジェーピー モルガン チェース バンク 385632 1.77％ 

日本生命保険相互会社 1.41％ 

損害保険ジャパン株式会社 1.36％ 

(10) 当社との関係 資本関係 該当事項はありません 

人的関係 該当事項はありません 

取引関係 該当事項はありません 

関連当事者への該当状況 該当事項はありません 

 

４． 取得株式数 

(1)異動前の所有株式数 0 株（議決権の数：0 個、議決権所有割合：0.0％） 

(2)取得株式数 10,000 株（議決権の数：10,000 個、議決権所有割合：100.0％） 

(3)取得価額 クレアボ・テクノロジーズ株式会社の普通株式 76 百万円 

アドバイザリー費用等（概算額）         7 百万円 

合計（概算額）                     83 百万円 

(4)異動後の所有株式数 10,000 株（議決権の数：10,000 個、議決権所有割合：100.0％） 

 

５． 日程 

(1)取締役会決議 2025 年 11 月 27 日 

(2)契約締結日 2025 年 11 月 27 日 

(3)株式取得日 2025 年 12 月（予定） 

 

６． 今後の見通し 

現時点で、本株式取得が当社の業績に与える影響は軽微であると考えておりますが、重要な影響を与

えることが判明した場合には速やかに開示します。 

 

以 上 


